
VUCAな時代の新価値創造
～おもろい人たちを健都に集める仕掛け～
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第４回健都共創フォーラム
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本日お話しする内容

●我々が置かれている世界感の共有

●その世界感のなかで新価値を創造する取り組み→「リビングラボ」

●その取組を進める人材（おもろい人たち）の集積・育成

→「エフェクチュエーション」



我々が置かれている状況とは

これまでの成功の方程式では課題の解決がむずかしい…

【VUCA】

V：Volatility(変動性）

U：Uncertainty（不確実性）

C：Complexity（複雑性）

A：Ambiguity(曖昧性）

さらにコロナを経て最近では…
【BANI】

B：Brittle(脆弱性）

A：Anxious（不安）

N：Non-linear（非線性）

I：Incomprehensible(理解不能性）

一つの切り口・視点だけでは課題解決が難しい状況
統合知、統合的な取組が重要な時代



外務省HPより

パートナーシップで目標を達成しよう



ス
タ
ー
ト

新しい
・製品
・企業
・市場

の機会を特定

競争分析
の実施

マーケット
リサーチ
の実施

事業計画
の策定

計画実施のため
に適切な資源
と利害関係者

を獲得

時間とともに
変化する環境

に適応

・確実性がある程度あり予測しやすい環境では成功確率は高い

一方で、
・VUCAな環境では成功確率が低い
・PDCAのPを作っているうちに環境が変動

【これまでの成功の方程式】

これまでの成功の方程式が必ずしも成功につながらない時代



リビングラボって何？ そこで、Chat GPT先生に聞いてみました

質問）リビングラボとは何ですか、どんな効果がありますか

ChatGPT先生の回答

リビングラボは、生活環境を科学的に改善するための実験的な空間やプロジェクトのことを指すことがありま
す。具体的には、住宅やオフィス、公共施設などで行われる実験や試験を通じて、より快適で健康的な生活環
境を提供することを目指しています。
リビングラボの効果としては、以下のようなものが期待されます：

1.快適性の向上: 室内環境や設備の改善により、住民や利用者の快適性が向上します。例えば、適切な温度や
湿度、良好な照明環境などが提供されます。
2.健康への影響: 空気品質の向上やノイズの軽減などが、住民や利用者の健康に良い影響を与えるとされてい
ます。また、運動や栄養に関する実験も行われ、健康増進に寄与する可能性があります。
3.省エネや持続可能性の向上: エネルギー効率の向上や再生可能エネルギーの活用など、環境に配慮した取り
組みが行われることで、省エネや持続可能性が向上します。
4.テクノロジーの導入: IoT（モノのインターネット）、センサー技術、データ分析などの先端技術が活用され
、よりスマートで効率的な生活環境が提供されることがあります。
5.社会的影響の検証: コミュニティや地域全体の生活に対する影響を調査・分析し、その効果を実証すること
で、政策立案や社会インフラの改善に貢献します。

リビングラボは、都市開発や建築、環境改善などの分野で幅広く活用され、持続可能な未来の実現に向けた重
要な取り組みの一つとして注目されています。



【２０２５大阪・関西万博】

2025万博のコンセプトはPeople’s Living Lab



リビングラボとは『セクターを超えた共創活動』

Steen, K. & Bueren, E. (2017). The Defining Characteristics of Urban 
Living Labs. Technology Innovation Management Review, 7(7), 21–33. 

※木村 (2021)「高齢者を支える技術と社会的課題」第5章 リビングラボの可能
性と日本における構造的課題、（調査資料2020-6）国立国会図書館調査及び立
法考査局

4重螺旋モデル：Quadruple Helix Model

＊木村篤信氏作成資料より



リビングラボとは
企業のテストマーケテイング、アカデミアの検証の場ではなく、全参加者がフラットな立場で新たな価値を共創していく場

＊木村篤信氏作成資料を基に作成

環境の変化によりこれまでのやり方には限界
不確実性が高まる中で個での対応は限界



JNoLL（日本リビングラボネットワーク）
JNoLLは、日本において共創やリビングラボの実践がさらに活性化し、普及することを目指して、日本のリビ
ングラボ実践者・研究者により設立された団体です(2023/11一般社団法人化）。多様なステークホルダーが
立場を超えてフラットにつながり、実践知や課題を共有し合うことで、さらなる実践や成果をもたらす場や機
会をつくり出していきます。また、関連団体と連携したリビングラボのポータルサイトでの情報発信や、支援
サービスの提供も行っています。

リビングラボ運営者支援サービス日本のリビングラボ実践者ネットワーク
＆実践知対話会

実践を支えるフレームワーク

の研究開発

チーム組成＆

ビジョン形成

計画立案・

共有

予算・

契約

具体的な

共創

価値の

振返り・

発信

国内実践者・研究者と共に、事例対話の分析を
通じて実践支援の核となるフレームワーク等を
研究開発

25地域を超える実践者が集い、コアチームを組成し、
実践者による実践者のためのコミュニティを運営。
1000名を超えるリビングラボ関心層に発信可能なネットワーク
（企業7割，自治体2割，研究者1割）

研究開発の知見を核に、体系化されたリビングラボ運
営者支援メニューを開発・提供

JNoLL リビングラボ・
ポータルサイト
（https://jnoll.org/）

＊木村篤信氏作成資料より

https://jnoll.org/


＊木村篤信氏作成資料より



＊木村篤信氏作成資料より



＊木村篤信氏作成資料より



「産官学民」各セクターにおけるベネフィット

【自治体・行政機関】
・新しい行政サービス
・これまでアクセスできていなかった市民
との関係構築

・市民の社会参画意識の向上
・主体的な生活者の発見、育成、連携促進
・市民に持続的に利用される行政サービス
の構築

【研究機関】
・実際の社会課題現場からのインサイト
・社会課題を自分事と捉えその解決をゴール
とした研究への取組

・「生活者に教える」「生活者から教わる」
・専門性の社会への発信、社会からの理解
促進

【企業】
・社会課題の現場に触れる機会
・自社技術・サービスのアンラーニングの場
・顧客体験の本質的理解
・新たなビジネスの発見の場

【市民】
・市民の間での新たな関係性の構築
・これまで会ったことの無い者との新たな
出会い

・身近な課題の再認識
・市民自らの課題解決、自発的行動
・市民のQOL向上

フラットな関係性

相互理解の促進

仮設検証型のプロセス

生活者との対等なパートナーシップ実生活環境での活動

関係者による相互学習の場コミュニティとの連携



＊木村篤信氏作成資料より



健康的な食品に手が伸び、

意識しなくても健康に

スーパーの陳列棚を、より健康的な

商品に手が届きやすいようにレイアウト

最適化された食事の実現による

医療費の削減などを予測

●社会実装WG

●シミュレーションWG

家庭

食環境整備推進のための産学官等連携共同研究プロジェクト

～すべての人が、意識せず自然に健康になれる食環境モデル～

忙しいため、
健康に気を使うのが難しい

健康維持に合った食事の機会

につながる

加工食品・料理の

栄養素等の含有量をデータベース化

健康的かつおいしい料理モデルの検討

～日本版栄養プロファイルを用いて～
●データベースWG

●フィードバックWG

NIBIOHN

加工食品や料理の

栄養成分値を提供

料理レシピを提供

食品企業

共同研究



生活変えたく
ないなぁ

「ナッジ」

忙しいし、
変えるの難しい

健康への関心度が低い人への対策として・・・ナッジ

健康に関心が高い人との健康状態への差がでる
（健康格差）

「強制することなく」、「直感的に健康を選択する」
後押しをする手法

望ましい道へ

（例）
・健康ポイント制
・「産地直送」
・「期間限定」
・サラダ皿を大きくすれば、ついたくさん食べてしまう
（野菜摂取量が増やせる）
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＊木村篤信氏作成資料より



フェアにセクターを超えた共創を進める知恵（手法、マインド）

市民

組織従業員

①プロジェクトの定義

②対話・相互理解（課題探索）

③課題設定

⑤社会実装

④アイデア創出・プロトタイピング・テスト

＊木村篤信氏作成資料より



エフェクチュエーション

・熟練した起業家の意思決決定理論
熟練した起業家：個人・チームを問わず、1社以上を起業し、 創業者として１０年以上勤務、

最低でも１社以上を株主公開した者

・不確実な状況ななかにおける意思決定、行動に関する理論

・起業家のみならずどのような組織に属する者にとっても有用、学習可能である理論

【エフェクチュエーション５つの法則】

イラスト 山内傭資（©Yousuke Ymamauchi)



「目的主導」ではなく
既存の「手段主導」で
何か新しいものをつくる

自らが持つ手持ちの資源
は何があるか

【エフェクチュエーション５つの法則】

予期せぬ事態を
避けるものでなく、むしろ

偶然をテコとする

予期せぬ事態を「手持ちの資源
（手段）」に、ネガティブを

ポジティブに変える

期待利益の最大化ではなく、
損失（マイナス面）が許容可能
かに基づいてコミットする

行動しない場合の利益損失
も考える

コミットする意思を持つ
全ての関与者と交渉し、
パートナーシップを築く

パートナーは資源だけでなく
ビジョンをももたらす

コントロール可能な活動に集中し
予測ではなくコントロールによって

望ましい成果を帰着させる

「エフェクチュエーション 優れた起業家が実践する「5つの原則」 吉田満梨/中村龍太」を基に作成

イラスト 山内傭資（©Yousuke Ymamauchi)



ス
タ
ー
ト

新しい
・製品
・企業
・市場

の機会を特定

競争分析
の実施

マーケット
リサーチ
の実施

事業計画
の策定

計画実施のため
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手段を評価する

・自分は何者か
・何知っているのか
・誰を知っているのか

何ができるか
既知の／新たに
出会う人々
との相互作用

パートナーの
コミットメント

の獲得

新たな
手段

新たな
目的

所与の手段
から始める

パートナーシップの
構築

制約の集約サイクル

資源の拡大サイクル

予期せぬ手段の生成
目的の変更

偶然を
テコにする

新たな価値（新たな企業、新たな製品、新たな市場）
コントロールによって

未来を創り出す

【コーゼーション】

【エフェクチュエーション】

「エフェクチュエーション 優れた起業家が実践する「5つの原則」 吉田満梨/中村龍太」を基に作成



エフェクチュエーターを集めた合宿
（忍者合宿）

2019年11月
福岡県福津市

2019年2月
福岡県福津市

2022年９月
オンライン

202３年8月
大阪府大阪市

＊職務外における
吉武と有志での活動



健都が新価値創造の「出島」になる

【仕組】リビングラボ
＋

【人材】エフェクチュエーター

↓
セクター・組織を越えた連携

新しい価値がここから生まれ全国に広がっていく
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